
　鉄鋼　

藤
田
金
屬
・
新
潟
鋼
板
セ
ン
タ





フ

イ
バ

レ

ザ
導
入
短納期・省人化

福
井
社
長
﹁
引
き
継
ぐ
決
め
手
は
人
財
﹂

村
上
社
長
﹁
社
員
の
未
来
託
せ
る
と
確
信
﹂

「ＦＵＫＵＩ　ＧＲＯＵＰ発足」会見の一問一答

人
事
異
動
と
　

　

組
織
改
正

︵
カ

コ
内
は
旧
職
︶

と
あ
る
小
説
家
に
没
頭

植
田
　

憲
高

大
阪
製
鉄
据
え
置
き

一
般
形
鋼
の
１
月
契
約
価
格

月の世界粗鋼生産

３％増、１億万㌧
インドは％増加

日
鉄
ソ
リ


シ

ン
ズ

日
鉄
テ

ク
ス
エ
ン
ジ

子
会
社
を
完
全
子
会
社
化

来
年
４
月

億
円
で

大
阪
製
鉄

（２）（第三種郵便物認可） 令和５年　（　　　年 　　　）　１２月２５日　（月曜日）

時 全国鉄構工業協会 鉄鋼会館
時 建築鉄骨構造技術支援協会 アルカディア市ヶ谷

時 特殊鋼倶楽部 ホテルニューオータニ 時 神田鉄栄会 花蝶
時 日本鉄鋼連盟 ホテルニューオータニ 時 全日本一般缶工業団体連合会 ＬＥＶＥＬＸＸＩ東京會舘
時半 線材製品協会 鉄鋼会館 時半 城南鉄鋼会 東京マリオットホテル
時半 エンジニアリング協会 ＡＮＡインターコンチネンタルホテル東京 時 関東磨棒鋼工業協同組合 海運クラブ
時半 東京ステンレス流通協会 シェラトン都ホテル 時 東日本金網工業協会 鉄鋼会館
時 京橋鉄友会 鉄鋼会館 時 神鉄連協同組合 ホテルプラム横浜
時 日本溶接協会 東京プリンスホテル 　　日（水） 時 全国鋼管製造協同組合連合会 ＫＫＲホテル東京
時半 本所鉄交会、本所鉄交会館合同 東京會舘 時 日本鍛造協会 ＫＫＲホテル東京
時 ファインスチール流通協議会 鉄鋼会館 時 山梨県鉄構溶接協会 アピオ甲府
時 日本鋼構造協会 東京會舘 時分 軽仮設リース業協会 霞山会館
時 鉄骨建設業協会 グランドアーク半蔵門 時 東京都錻力地金商業協同組合 上野精養軒
時半 東京管工機材商業協同組合 東京ドームホテル 　　日（火） 時 浦安鉄鋼団地協同組合 浦安ブライトンホテル東京ベイ
時分 日本鋳鍛鋼会 東京會舘 ２月２日（金） 時 江戸川鉄栄会 浦安ブライトンホテル東京ベイ
時 日本鉄リサイクル工業会 ロイヤルパークホテル 　　３日（土） 時 川口鉄鋼会 川口リリア
時 日本プロジェクト産業協議会 グランドアーク半蔵門 　　８日（木） 時 栃木県鉄友会 ※場所未定
時半 普通鋼電炉工業会 鉄鋼会館

時半 親商会・西部線材製品問屋組合 新阪急ホテル

時 キッチン・バス工業会 明治記念館
時半 ドラム缶工業会 鉄鋼会館
時 日本溶融亜鉛鍍金協会東日本支部 如水会館
時分 日本橋梁建設協会 ザ・キャピトルホテル東急
時半 全国小棒懇談会 鉄鋼会館
時 東京都トラック協会 ＫＫＲホテル東京 時 関西鉄筋工業協同組合 リーガロイヤル大阪
時 東京都鉄鋼製品商業協同組合 上野精養軒 　　日（水） 時 関西磨棒鋼工業協同組合 ＡＮＡクラウンプラザホテル大阪
時 シャッター・ドア協会 グランドアーク半蔵門 　　日（木） 時 線材製品協会 中之島センタービル
時 関東ダクト工業会 ＫＫＲホテル東京 時半 大阪鋲螺卸商協同組合・関西ねじ協同組合 シティプラザ大阪
時半 城北鉄交会 浅草ビューホテル 時 ファインスチール流通協議会 ホテル日航大阪
時 日本金属屋根協会 鉄鋼会館 時半 大阪管工機材商業協同組合 スイスホテル南海大阪
時 全国十八リットル缶工業団体連合会 ＫＫＲホテル東京 時 西日本金網協会 ホテルアウィーナ
時 亀戸鉄睦会 東武ホテルレバント東京
時 ねじ工業協会 品川プリンスホテル
時 日本内航海運組合総連合会 海運クラブ
時半 全日本特殊鋼流通協会 経団連会館 時 日本溶融亜鉛鍍金協会西日本支部 ホテルモントレ大阪
時 東京鋼板シヤー組合 日比谷松本楼 時半 西部鋼管製造協同組合 スイスホテル南海大阪

　　日（金） 時 日本溶接材料工業会 アルカディア市ヶ谷 ２月７日（水） 時分 関西コイルセンター工業会 ホテル日航大阪

年　新年賀詞交換会
日付 開始時間

（時間表示） 団体名 会　場

鉄
連
５
日
流
通
６
団
体

日

日付 開始時間
（時間表示） 団体名 会　場

関東
１月日（金）

１月５日（金）

　　日（火）

　　９日（火）

　　日（水）

　　日（木）

　日（金）

関西

１月５日（金）
時

特殊鋼３団体（特殊鋼倶楽部大阪支部、全
日本特殊鋼流通協会大阪支部、大阪ステン
レス流通協会）

リーガロイヤル大阪

　　９日（火）
時

日本鉄鋼連盟、鉄鋼会館、大阪鉄鋼流通協
会、関西コイルセンター工業会、全国厚板
シヤリング工業組合大阪支部、大阪鉄商組
合

リーガロイヤル大阪

　　日（月）

　　日（火）

　　日（金）

　　日（水）

　　日（木） 時
日本鉄リサイクル工業会関西支部、大阪金
属リサイクル工業協同組合、関西鉄源協議
会

リーガロイヤル大阪

　　日（木）
　　日（金）

時

全国鉄鋼販売業連合会、東京鉄鋼販売業連合会、
全国コイルセンター工業組合、関東コイルセン
ター工業会、全国厚板シヤリング工業組合、同
東京支部合同

ロイヤルパークホテル

　　日（木）

月日 月日
唐山ビレット ， ，
鉄スクラップ ，． ，．
コ ー ク ス ，． ，．
原 料 炭 ． 
豪州産鉄鉱石 ． ．
鉄 筋 ， ，
線 材 ， ，
熱延コイル ， ，
冷延コイル ， ，
厚 板 ， ，

※価格はトン当たり人民元、
鉄鉱石のみ米ドル　　　　

鉄鋼新聞ＨＰから在庫、ミル稼働率など詳細
をご覧いただけます

Mysteelの中国価格情報

　
﹁
Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｉ
　
Ｇ
Ｒ
Ｏ

Ｕ
Ｐ
﹂
発
足
で
イ
ン
ス
メ
タ

ル
と
東
洋
鋼
鉄
が
戦
略
的
パ


ト
ナ

シ

プ
を
組
む
に

当
た
り

福
井
英
人
社
長
と

村
上
京
子
社
長
が
共
同
会
見

を
行

た

概
略
は
次
の
通

り

︵
１
面
参
照
︶

手前がインスメタルの
福井社長、奥が東洋鋼
鉄の村上社長



経
緯
に
つ
い
て


村
上
社
長
　
社
長
歴

年
で
来
年

に
は
古
希
を
迎
え
る

我
が
子

︵
裕
佑
さ
ん
︶
が
家
業
と
異
な
る

道
を
選
ん
だ
こ
と
か
ら
会
社
の
将

来
や
事
業
継
承
と
い
う
重
大
な
決

定
に
つ
い
て
考
え

８
年
ほ
ど
前

に
心
か
ら
信
頼
を
寄
せ
る
福
井
社

長
に
承
継
を
お
願
い
し
た

以
前

か
ら
仕
事
面
で
も
両
社
は
協
力
関

係
に
あ
り

連
携
す
れ
ば
互
い
に

新
た
な
価
値
と
可
能
性
を
創
出
で

き
る
と
確
信
し
た
か
ら
だ


福
井
社
長
　
最
初
は
冗
談
か
と
思


た
ほ
ど
と
て
も
現
実
味
の
あ
る

話
と
は
思
え
ず

し
ば
ら
く
お
断

り
し
続
け
た
が

何
度
も
ア
プ
ロ


チ
を
い
た
だ
く
中
で
村
上
社
長

の
熱
意
と
真
剣
さ
に
本
気
度
が
伝

わ
り

熟
慮
の
末

約
２
年
前
に

引
き
受
け
る
決
断
を
し
た




福
井
社
長
を
選
ん
だ
理
由

は
？

村
上
社
長
　
私
に
と

て
い
ち
ば

ん
大
切
な
社
員
た
ち
の
未
来
と
幸

福
を
考
え
た
と
き

そ
れ
を
実
現

し
て
く
れ
る
継
承
者
は
福
井
社
長

し
か
い
な
い
と
思

た
か
ら

誰

よ
り
も
社
員
想
い
だ
し

ど
な
た

か
ら
も
好
か
れ
る

こ
の
こ
と
は

長
年
の
交
流
を
通
じ
て
私
の
中
に

確
信
が
あ

た

そ
れ
を
聞
い
た

社
員
た
ち
も
安
心
し
た
と
思
う




受
け
入
れ
の
決
め
手
は
？

福
井
社
長
　
断
り
続
け
た
の
は

﹁
自
分
に
は
無
理
だ
﹂
と
い
う
漠

然
と
し
た
心
配
が
強
か

た
か
ら

だ
が

そ
れ
で
も
懇
願
さ
れ
る
た

び
に
﹁
自
分
に
何
が
で
き
る
か
﹂

﹁
自
分
な
ら
ど
う
す
る
か
﹂
と
い

う
観
点
で
東
洋
鋼
鉄
を
み
た
と
き

に
感
じ
た
の
が

人
財
だ

た


各
部
門
で
中
核
人
物
が
育
ち

機

能
し
て
い
る
こ
と
が
分
か

た


浦
安
鉄
鋼
団
地
協
同
組
合
の
理
事

長
を
務
め
る
村
上
社
長
が

半
ば

社
業
を
犠
牲
に
す
る
こ
と
が
多
く

て
も
会
社
は
健
全
に
ま
わ

て
い

る

そ
の
姿
が
決
め
手
と
な
り

﹁
こ
れ
な
ら
引
き
継
げ
る
﹂
と
悟


た

そ
れ
で
も
重
責
を
痛
感
し

て
い
る
が


村
上
社
長
　
両
社
の
事
業
形
態


得
意
分
野

地
の
利
な
ど
を
鑑
み

て
も
連
携
に
よ
る
シ
ナ
ジ

効
果

を
最
大
限
に
発
揮
で
き
る

た
と

え
ば
コ
イ
ル
セ
ン
タ

同
士
だ
と

﹁
１
＋
１
が
１
﹂に
し
か
な
ら
ず


ス
タ
イ
ル
が
全
く
違

て
も
協
業

メ
リ

ト
が
発
揮
し
づ
ら
い

そ

の
点

イ
ン
ス
メ
タ
ル
と
な
ら
共

創
が
望
め
る




グ
ル

プ
化
し
た
あ
と
の

シ
ナ
ジ

に
つ
い
て


福
井
社
長
　
両
社
は
﹁
Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｕ

Ｉ
　
Ｇ
Ｒ
Ｏ
Ｕ
Ｐ
﹂
の
も
と
で
フ

ラ

ト
な
関
係
を
維
持
し

個
社

ご
と
の
事
業
を
強
化
し
つ
つ

そ

の
上
で
個
々
が
持
つ
技
術
力
や
設

備
力

人
的
資
源
を
双
方
で
有
効

活
用
し
相
互
メ
リ

ト
を
創
出
し

て
い
く

今
後
は
両
社
で
社
員
交

流
を
重
ね

協
業
の
機
会
を
広
げ

な
が
ら
共
創
の
質
を
高
め
た
い


村
上
社
長
　
以
前
か
ら
の
協
力
関

係
は
今
後
も
継
続
・
強
化
す
る
の

で

既
存
の
取
引
先
に
は
安
心
と

と
も
に
期
待
も
し
て
ほ
し
い

今

回
の
戦
略
的
パ

ト
ナ

シ

プ

は
個
々
の
強
み
を
生
か
し
合
い


市
場
で
の
競
争
力
強
化
も
狙
い

だ

両
社
の
持
つ
加
工
技
術

営

業
ネ

ト
ワ

ク
や
販
路

物
流

・
シ
ス
テ
ム
体
制
な
ど
を
組
み
合

わ
せ
る
こ
と
で
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス

チ

ン
ス
を
生
み

多
様
な
ニ


ズ
に
応
え
て
い
く

今
回
を
契
機

に
新
た
な
加
工
開
発
も
視
野
に


革
新
的
で
効
率
的
な
ソ
リ


シ


ン
の
提
供
に
も
取
り
組
む


福
井
社
長
　
Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｉ
　
Ｇ
Ｒ

Ｏ
Ｕ
Ｐ
の
一
員
と
し
て
新
た
な
ス

テ

ジ
に
進
む
両
社
が
市
場
や
地

域
社
会

顧
客
・
取
引
先
関
係
者

か
ら
信
頼
さ
れ
る
企
業
グ
ル

プ

で
あ
り
続
け
ら
れ
る
よ
う
誠
心
誠

意
努
力
す
る


１ 中 国 ． ． ． ．
２ イ ン ド ． ． ． ．
３ 日 本 ． ． ． ．
４ 米 国 ． ． ． ．
５ ロ シ ア Ｅ． ． ． ．
６ 韓 国 ． ． ． ．
７ ド イ ツ ． ． ． ．
８ ト ル コ ． ． ． ．
９ ブラジル ． ． ． ．
 イ ラ ン Ｅ． ． ． ．

月の粗鋼生産量上位カ国

（単位：百万㌧、％）

生産量 前　年
同月比 １～月 前　年

同期比

　
最
近

あ
る
作
家
の
小
説
に

ハ
マ

て
い
る

時
々
特
定
の

小
説
家
に
ハ
マ
る
時
期
が
あ

る


　
前
回
は

歳
台
だ

た
と
思

う

清
水
一
行
の
小
説
を
読
み

漁
り

文
庫
本
の
新
刊
が
出
る

と
す
ぐ
に
買

て
読
ん
だ
覚
え

が
あ
る

こ
の
前
引
越
で
書
棚

か
ら
引

張
り
出
し
た
ら
段
ボ


ル
１
個
分
が
ほ
ぼ
清
水
一
行

の
文
庫
本
に
な

た


　
今
回
の
き

か
け
は

当
連

載
と
は
別
の
寄
稿
依
頼
だ


た

自
己
紹
介
で
子
供
の
こ
ろ

思
い
出
の
本
を
紹
介
す
る
項
目

が
あ
り

古
典
Ｓ
Ｆ
の
レ
ン
ズ

マ
ン
シ
リ

ズ
を
挙
げ
た

し

か
し

読
ん
だ
の
は

年
近
く

前
の
子
供
の
こ
ろ
で
熱
中
し
た

記
憶
し
か
な
く
中
身
は
あ
ま
り

覚
え
て
い
な
い

そ
こ
で
再
び

読
ん
で
み
よ
う
と
思

た
が


書
店
に
は
昔
の
よ
う
な
Ｓ
Ｆ
コ


ナ

は
な
く

片
隅
に
ぽ
つ

り
と
古
典

Ｓ
Ｆ
が
申

し
訳
程
度

に
置
い
て

い
る
ば
か
り

Ｅ
Ｅ
ス
ミ
ス
や

ハ
イ
ン
ラ
イ
ン

ア
シ
モ
フ
な

ん
か
も
あ
る

そ
う
い
え
ば
子

供
の
頃

色
ん
な
Ｓ
Ｆ
を
読
み

漁

て
い
た
こ
と
を
思
い
出
し

た


　
話
は
逸
れ
た
が

書
店
で
探

す
の
は
あ
き
ら
め
て
ネ

ト
で

買
う
こ
と
に
し
た
が

紙
の
本

は
も
う
絶
版
と
な
り

電
子
版

し
か
な
か

た

レ
ン
ズ
マ
ン

シ
リ

ズ
は
７
巻
ま
で
あ


た

老
眼
の
た
め

ス
マ
ホ
で

電
子
版
の
画
面

を
拡
大
し
つ

つ

読
み
に
く

い
な
と
思
い
な

が
ら
読
み
始
め

た
が

次
第
に
慣
れ
て
１
週
間

に
１
冊
く
ら
い
の
ペ

ス
で
通

勤
時
間
に
電
車
で
読
ん
で
い


た

７
巻
は
あ

と
い
う
間
に

読
み
終
え
た

子
供
の
こ
ろ
の

記
憶
が
よ
み
が
え
り

未
来
が

現
代
と
な

た
今
で
は

少
し

予
想
の
外
れ
た
古
典
Ｓ
Ｆ
の
お

か
し
さ
も
逆
に
楽
し
く
読
む
こ

と
が
で
き
た


　
し
か
し

読
み
終
え
る
と
虚

無
感
に
襲
わ
れ
る

全
宇
宙
を

旅
し
て
き
た
の
に
一
人
ぽ
つ
ん

と
現
実
に
引
き
戻
さ
れ
た
感
覚

だ

そ
こ
で
以
前
は
し
ば
ら
く

読
書
閑
散
期
が
訪
れ
る
の
だ

が

今
は
ネ

ト
社
会

興
味

を
そ
そ
る
本
は
調
べ
放
題

そ

の
中
で
電
子
書
籍
サ
イ
ト
が
紹

介
し
て
き
た
電
子
本
に﹁
Ａ
Ｘ
﹂

と
い
う
題
名
の
小
説
が
あ


た

Ｓ
Ｆ

ぽ
い
題
名
に
惹
か

れ
て
読
ん
で
み
る
と
殺
し
屋
を

描
い
た
小
説
で
シ
リ

ズ
物
の

最
新
刊
だ

た


　
本
を
読
み
進
め
て
い
く
と


あ

と
い
う
間
に
シ
リ

ズ
の

３
作
を
読
ん
で
し
ま

た


　
結
局

作
家
の
方
に
興
味
が

移
り

今

十
数
冊
目

作
家

の
伊
坂
幸
太
郎
に
ハ
マ

て
い

る
　
　
　︵
日
本
精
鉱
社
長
︶

販売開始カラー

　
日
鉄
ソ
リ


シ

ン

ズ
︵
Ｎ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
Ｌ
︶
は


日

日
鉄
テ

ク
ス
エ
ン

ジ
の
Ｉ
Ｔ
︵
情
報
技
術
︶

子
会
社
テ

ク
ス
エ
ン
ジ

ソ
リ


シ

ン
ズ
︵
Ｔ

Ｅ
Ｘ
Ｓ
Ｏ
Ｌ
︶
を
来
年
４

月
１
日
付
で
完
全
子
会
社

化
す
る
と
発
表
し
た


　
同
日
付
で
株
式
譲
渡
契

約
を
締
結
し
た

Ｔ
Ｅ
Ｘ

Ｓ
Ｏ
Ｌ
の
発
行
済
み
株
式

全
て
を

億
４
３
０
０
万

円
で
取
得
す
る

シ
ス
テ

ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
を
増
員

し

開
発
需
要
が
旺
盛
な

金
融
・
流
通
系
の
事
業
強

化
に
つ
な
げ
る


　
Ｔ
Ｅ
Ｘ
Ｓ
Ｏ
Ｌ
は
日
鉄

テ

ク
ス
エ
ン
ジ
の
１
０

０
％
子
会
社
で

売
上
高

は

億
円
︵

年
３
月

期
︶
社
員
数
は
４
５
２

人
︵

年
４
月
時
点
︶

製
造
業
向
け
に
強
み
を
持

つ
一
方

近
年
は
Ｎ
Ｓ
Ｓ

Ｏ
Ｌ
か
ら
の
Ｉ
Ｔ
業
務
の

受
託
も
増
え
て
い
た


　
Ｎ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
Ｌ
と
日
鉄
テ


ク
ス
エ
ン
ジ
は
同
日


業
務
提
携
に
関
す
る
基
本

合
意
書
を
結
ん
だ
こ
と
も

公
表
し
た

テ

ク
ス
エ

ン
ジ
は
生
産
設
備
か
ら
収

集
し
た
デ

タ
を
設
備
保

全
な
ど
に
生
か
す﹁
Ｏ
Ｔ
﹂

に
強
い

Ｉ
Ｔ
と
Ｏ
Ｔ
を

組
み
合
わ
せ

親
会
社
の

日
本
製
鉄
な
ど
製
造
業
の

デ
ジ
タ
ル
化
ニ

ズ
へ
の

対
応
を
強
め
る


　
　
　︵
一
部
地
域
既
報
︶

新
設
し
た
日
酸
Ｔ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｋ
Ａ
の




フ

イ
バ

レ

ザ

︵
１
月
１
日
付
︶

　
︻
組
織
改
正
︼

　
▽
﹁
輸
出
部
﹂
を
﹁
海

外
営
業
部
﹂
に
名
称
を
変

更　
︻
人
事
異
動
︼

　
︿
管
理
職
﹀

　
▽
海
外
営
業
部
長
︵
輸

出
部
長
︶
南
宗
一

　
▽
海
外
営
業
部
部
長
代

理
︵
輸
出
部
部
長
代
理
︶

福
井
健
一

　
▽
海
外
営
業
部
部
長
代

理
︵
輸
出
部
部
長
代
理
︶

渡
邉
健
夫

　
▽
海
外
営
業
部
部
長
代

理
︵
輸
出
部
部
長
代
理
︶

宮
崎
俊
久

　
▽
海
外
営
業
部
部
長
代

理
︵
輸
出
部
部
長
代
理
︶

古
田
功

　
▽
棒
鋼
営
業
部
棒
鋼
営

業
グ
ル

プ
棒
鋼
営
業
グ

ル

プ
リ

ダ

西
日
本

熊
本
工
場
物
流
課
長
兼
務

海
外
営
業
部
海
外
営
業
グ

ル

プ
部
長
代
理
兼
務

︵
棒
鋼
営
業
部
棒
鋼
営
業

グ
ル

プ
棒
鋼
営
業
グ
ル


プ
リ

ダ

西
日
本
熊

本
工
場
物
流
課
長
兼
務
輸

出
部
輸
出
グ
ル

プ
部
長

代
理
兼
務
︶
鳥
巣
直
樹

　
▽
財
務
部
財
務
グ
ル


プ
主
幹
︵
形
鋼
営
業
部
営

業
第
２
グ
ル

プ
主
幹
営

業
・
物
流
企
画
部
営
業
・

物
流
企
画
グ
ル

プ
主
幹

兼
務
︶
吉
本
圭
吾

　
▽
大
阪
事
業
所
堺
工
場

製
鋼
部
主
幹
︵
西
日
本
熊

本
工
場
製
鋼
課
長
︶
竹
中

敦　
▽
商
品
企
画
部
形
鋼
品

質
保
証
グ
ル

プ
リ

ダ


商
品
企
画
部
棒
鋼
品
質

保
証
グ
ル

プ
リ

ダ


兼
務
︵
商
品
企
画
部
形
鋼

品
質
保
証
グ
ル

プ
リ


ダ

︶
馬
原
翔
太

　
一
般
形
鋼
大
手
の
大
阪

製
鉄
︵
社
長
・
野
村
泰
介

氏
︶
は

日

山
形
鋼
・

溝
形
鋼
な
ど
一
般
形
鋼
の

２
０
２
４
年
１
月
契
約
価

格
を
前
月
比
据
え
置
き
と

す
る
と
発
表
し
た

９
カ

月
連
続
の
据
え
置
き
と
な

る

鉄
ス
ク
ラ

プ
が
高

止
ま
り
す
る
中

年
明
け

以
降
は
輸
送
・
エ
ネ
ル
ギ


コ
ス
ト
上
昇
が
予
想
さ

れ

値
上
げ
が
視
野
に
入

る
情
勢

今
回
は
マ

ケ


ト
状
況
か
ら
据
え
置
き

と
し
た
が

状
況
次
第
で

は
次
回
オ
フ


で
値
上

げ
す
る
可
能
性
が
あ
る


　
国
内
の
需
要
環
境
に
大

き
な
変
化
は
な
い
が

全

国
的
に
流
通
の
在
庫
抑
制

の
流
れ
が
継
続
し
て
き
た

こ
と
に
加
え

市
況
の
底

打
ち
感
台
頭
な
ど
か
ら
在

庫
補
充
の
動
き
が
見
ら
れ

る

そ
の
た
め

都
市
型

大
手
流
通
主
体
に
倉
出
し

が
増
え

一
部
地
域
で
は

歯
抜
け
サ
イ
ズ
も
あ
る


た
だ

今
月
か
ら
来
年
２

月
ま
で
は
営
業
日
数
が
減

少
す
る
た
め

同
社
は

﹁
足
元
の
状
況
が
継
続
す

る
か
は
そ
の
動
向
を
注
視

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
﹂

と
し
て
い
る

一
方

鉄

ス
ク
ラ

プ
は
海
外
市
況

の
上
昇
も
あ
り

国
内
市

況
も
強
基
調
で
推
移

た

だ

円
高
の
進
展
な
ど


今
後
の
市
況
動
向
に
は
不

透
明
感
が
強
い


　
同
社
は
﹁
為
替
動
向
含

め
た
国
際
環
境
や
コ
ス
ト

事
情
に
つ
い
て
慎
重
に
見

極
め
を
図
る
﹂と
し
つ
つ


年
明
け
以
降
は
輸
送
面
・

エ
ネ
ル
ギ

コ
ス
ト
な
ど

の
値
上
が
り
が
﹁
不
可
避

な
情
勢
﹂
と
し
て

次
回

オ
フ


で
の
値
上
げ
な

ど
視
野
に
販
売
活
動
を
進

め
て
い
く

な
お

１
月

の
営
業
日
数
・
生
産
稼
働

日
減
な
ど
を
考
慮
し

引

き
受
け
数
量
は
前
月
を
上

限
と
す
る


　
世
界
鉄
鋼
協
会
の
ま
と

め
に
よ
る
と


月
の
世

界
︵

カ
国
︶
の
粗
鋼
生

産
量
は
前
年
同
月
比
３
・

３
％
増
の
１
億
４
５
５
０

万

と
な
り

２
カ
月
連

続
で
前
年
同
月
実
績
を
上

回

た

中
国
が
微
増
だ


た
ほ
か

イ
ン
ド

韓

国
な
ど
が
大
幅
に
増
加


全
体
を
押
し
上
げ
た


　
１


月
の
累
計
生
産

量
は

億
１
５
１
０
万


で
前
年
の
同
じ
時
期
を
０

・
５
％
上
回

た


暦

年
で
は

億
６
千
万

前

後
に
な
る
見
込
み
だ


　

月
の
主
要
国
・
地
域

の
生
産
量
を
見
る
と

中

国
は
前
年
同
月
比
０
・
４

％
増
の
７
６
１
０
万



イ
ン
ド
は
同

・
４
％
増

の
１
１
７
０
万


韓
国

は
同

・
９
％
増
の
５
４

０
万

と

日
本
を
除
き

ア
ジ
ア
勢
の
増
加
が
目
立


た

ま
た

米
国
や
欧

州
連
合
︵
Ｅ
Ｕ

カ
国
︶

も
増
加
し
た


　
藤
田
金
屬
︵
本
社
・
新

潟
市

社
長
・
今
井
幹
太

氏
︶
は
今
月
中
旬

建
材

・
厚
板
事
業
部
の
新
潟
鋼

板
セ
ン
タ

に



フ


イ
バ

レ

ザ
切
断
機

を
導
入
し
た

既
存
設
備

と
す
み
分
け

主
に
中
厚

板
の
領
域
に
特
化
す
る


プ
ラ
ズ
マ
溶
断
機
の
老
朽

化
に
よ
り
入
れ
替
え
た
も

の
で

生
産
性
向
上
に
よ

る
短
納
期
対
応

無
監
視

運
転
で
省
人
化
に
寄
与
す

る


　
導
入
し
た
設
備
は
日
酸

Ｔ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｋ
Ａ
の
フ

イ

バ

レ

ザ
切
断
機
﹁
Ｆ

Ｍ
Ｒ
Ⅲ

Ｘ

Ｔ
Ｉ
２
０

０
０
０
﹂
国
内
最
大
級

の
高
出
力
で
切
断
面
の
品

質

精
度
が
向
上
し
た


ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
が
従

来
機
の
プ
ラ
ズ
マ
と
比
較

し
て
半
分
以
下
に
軽
減
さ

れ
て
お
り

導
入
に
は
省

エ
ネ
補
助
金
を

活
用
し
た


　
レ

ル
ス
パ

ン
は
幅
６
・
５


で
レ

ル
長

は



定
盤

は
加
工
内
容
に

見
合

た
オ
リ

ジ
ナ
ル
仕
様
で

製
作
を
依
頼
し

た

イ
ン
ク
ジ



ト
に
よ
る

マ

キ
ン
グ
で

ミ
ス
・
ロ
ス
の

削
減
に
つ
な
が

る

集
じ
ん
機
は
作
業
環

境
に
配
慮
し
た
も
の
を
設

置
し
た


　
同
時
に
新
た
な
Ｃ
Ａ
Ｄ

シ
ス
テ
ム
の
更
新
を
行


て
い
る

厚
板
溶
断
を
手

掛
け
る
長
岡

山
形

秋

田
を
加
え
た
４
工
場
で
自

動
ネ
ス
テ

ン
グ
等
の
機

能
を
追
加
し

リ

ド
タ

イ
ム
の
短
縮
に
も
つ
な
げ

た
い
考
え
だ


　
﹁
メ
イ
ン
で
切
断
す
る

板
厚
は


ま
で
と
し
た

中
厚
板
の
領
域
を
狙

た

設
備

ユ

ザ

対
応
力

の
向
上
に
重
き
を
置
い
た

投
資
だ
﹂
と
多
村
嘉
人
取

締
役
建
材
・
厚
板
事
業
部

長
は
強
調
す
る


　
今
後

最
新
型
の
ノ
ズ

ル
チ

ン
ジ


を
設
置

し

無
監
視
運
転
︵
自
動

運
転
︶
の
活
用
を
広
げ
て

い
く
予
定
だ


　
導
入
効
果
は
月
間
１
０

０

相
当
の
生
産
能
力
増

に
あ
た
る

各
拠
点
か
ら

建
築

製
缶
向
け
に
幅
広

く
拡
販
し
成
果
が
出
て
お

り

加
え
て
従
来
外
注
し

て
い
た
も
の
を
内
製
化
す

る
こ
と
で
生
産
量
増
加
に

寄
与
す
る
と
期
待
す
る


insmetal
テキストボックス

insmetal
テキストボックス




